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（１）住宅のあるべき姿に関する論点

○それぞれの人が望ましいと思う居住環境とはどのようなものか。

ライフステージ等に応じて、立地、周辺の環境や住宅性能などに対して求める条件は様々あると考えられる。

○都市と地方の違いを踏まえつつ、どのような住宅を残すべきか。

人口減少や災害危険性の高い区域、空き家の現状なども踏まえつつ、どのような住宅を残すべきかを整理す
る必要があると考えられる。
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当事者

○漠然とした不安感（耐震性、住宅設備等）をなくすにはどうすればよいか。

売主が個人の場合も多い既存住宅については、住宅の性能や設備の状態等の取引に直結
するような情報が十分に明示されないまま取引を行うことが多いことから、漠然とした
不安感があると考えられる。

買主
事業者（宅建業者）

○他人が使用していたことに対する抵抗感をなくすにはどうすればよいか。

特に戸建住宅では、住宅の形状や間取りに差異があることも要因となって、他人が使用
していたことを想像させることから、買主が抵抗感を持ちやすいと考えられる。

買主

○住宅の質（性能向上、リフォーム、維持管理）についての価値（取引価格）を
どのように評価するべきか。

リフォームによる性能の向上・破損箇所の修理、適切な維持管理など、住宅の質に関わ
る要素を住宅の価値として適正に評価するための仕組みが必要であると考えられる。

買主
売主
事業者（宅建業者、
買取再販業者、リ
フォーム業者）

○所得・担保評価と住宅ローンの関係をどのように考えるべきか。

購入したい既存住宅を見つけても、所得等の観点だけではなく、担保評価に住宅の質が
十分に考慮されず、希望する借入額を借りられないケースがあると考えられる。

買主
金融機関

○住み替えのハードル（心理的・経済的負担）をどのように改善するか。

現在の居住地と異なる地域に住み替えることへの不安等の心理的ハードルや、ローンを
組むことなどに対する高齢等を理由とした経済的ハードルがあると考えられる。

買主
金融機関
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（２）既存住宅流通に向けた当事者（買主、売主、事業者、金融機関）ごとの論点
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（３）住宅ストックに関する論点

○住宅の需要と供給のミスマッチをなくすためにはどうすればよいか。

高齢者においては適切な広さとバリアフリー等の性能を有する戸建住宅が見つからない等、居住者の希
望と住宅ストック間での需要と供給のミスマッチがあると考えられる。
また、住宅ストックとしての活用可能性があるにもかかわらず、所有者の個別事情（例えば相続した空
き家で荷物が残置されている等）により、供給されない住宅があると考えられる。

○住宅の維持管理の仕組み（方法、費用・担い手の確保）をどうすべきか。

特に戸建住宅では、維持管理の方法（点検・改修）やリフォーム費用等の積み立て、維持管理の担い手
の確保等の維持管理の仕組みが十分に整備されていないと考えられる。

○消費者が安心してリフォームを行うためにはどうすればよいか。

リフォームに関する相談が増加していることも踏まえ、消費者が安心してリフォームを行うことのでき
る環境を整備することが必要であると考えられる。
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